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●八千代伝統文化親子教室特別講座・江戸がたり
を楽しもう　人情味にあふれていた江戸時代のこ
とを現代に伝える読み語り。子どもはもちろん大
人も楽しめます。５月25日㈯午前10時30分～11時
30分。緑が丘公民館。受講希望者は当日直接会場
へ。八千代伝統文化普及会・奥山 090-9014-3181
6459-9360 yachiyodentoubunka@gmail.
com
●紙芝居まつり　紙芝居・パネルシアターなど年
齢に合わせた楽しいおはなし会です。先着40人。
５月26日㈰幼児～小学生の部午後１時～１時40分。
小学生～大人の部午後２時15分～３時30分。福祉
センター。語りの会やちよ・真鍋 080-6502-4455
manabe445@yahoo.co.jp

●手話のたまり場　耳の聞こえない人も聞こえる
人も雑談のような感覚で自由におしゃべりしませ
んか。手話を学びたい人、耳の聞こえない人と交
流したい人は大歓迎です。５月29日㈬午前10時～
正午。福祉センター。八千代身体障害者福祉会き
らめき支援センター 6485-8822
●八千代市伝統文化和装礼法親子教室・全10回
浴衣の着付けとマナーを親子で学びます。定員30
人。６月22日・29日、７月13日・27日、８月31日、
９月７日・21日、10月５日・19日、11月２日いず
れも土曜日午後２時～４時。八千代台東南公民館。
５歳～高校生3,000円、大人5,000円（10回分）。八
千代市伝統文化和装礼法親子教室実行委員会
474-80306474-8101 kksiun0525@gmail.com
●ワイワイみんなの歌会　皆さんのリクエストで
楽しく歌いましょう。女声合唱団コールひばりが
出演。６月２日㈰午後２時～４時30分。八千代台
文化センター。申し込み不要。ワイワイ音絵体ク
ラブ・加藤 6482-5228

■精神障害者家族対話の集い　精神障害者を身内
に持つ家族を対象に、「令和６年度　精神障害者
への福祉について」をテーマにした対話の集いを
行います。講師は習志野保健所の相談員です。５
月23日㈭午後１時30分～３時45分、プラッツ習志
野（習志野市中央公民館）北館集会室１。申し込
みは、電話またはファクスで習志野八千代心の健
康を守る会・渡邊 6453-6760へ
■印旛沼観光船による印旛沼観察会　観光船に乗
って印旛沼の観察会を実施します。印旛沼流域市
町在住の人120人。応募者多数の場合は抽選。
　▶日時　６月25日㈫※悪天候の場合は、28日㈮
に順延　▶場所　佐倉ふるさと広場　▶参加費　
100円（保険料込み）　▶問合せ・申し込み先　（公
財）印旛沼環境基金 043-485-0397 https://www.
i-kouiki.jp/imbanuma/申込締切は６月３日㈪
午後５時まで

■紙おむつの当て方教室　適切な紙おむつの使い
方や選び方、疑問に感じていることなど一緒に学
びませんか。先着20人。
　▶日時　７月５日㈮午後２時～３時　▶場所　
福祉センター　▶申し込み　６月28日㈮までに社
会福祉協議会 483-1171へ申し込み
■千葉県信用保証協会が創業スクールを開催　経
験豊かな中小企業診断士が講師となり、創業計画
の作成をサポートします。最終日には創業経験者
からの講演も実施。必修課程の修了者は創業支援
等事業の制度利用特典が受けられるようになりま
す。別途申請必須。県内での創業を考えている人、
創業して間もない人対象。抽選30人。
　▶日時　７月13日～８月３日の毎週土曜日　▶
会場　幕張テクノガーデン　▶受講料　無料　▶
募集期間　５月31日㈮～６月14日㈮　▶申し込み 
千葉県信用保証協会のＷＥＢサイトより受付　
▶問い合わせ　千葉県信用保証協会 043-239-
3281

ミニ・ガイド

　３月30日に高津の㈱オカムラホーム旧本社ビルで「Ｏ
ＫＡＭＵＲＡ ＳＤＧＳ ＢＡＳＥ」のオープニングイベ
ントが行われました。八千代ユネスコ協会が同社から建
物の提供を受け、地域の住民や子どもたちの居場所づく
りを通じてＳＤＧｓの貢献につながる活動を行う拠点と
して活用します。施設の利用などについての問い合わせ
は、同協会 yachiyo.unesco@gmail.comへ

　ドラッグストア「ヤックスドラッグ」を運営する㈱千
葉薬品と包括連携に関する協定を締結しました。高齢
化が進む地域課題への対策として同社で働く管理栄養
士や保健師、薬剤師などの専門職員による健康セミナ
ーの開催や災害時における物品等の提供など、幅広い
分野での連携を図ります。
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おめでとうございます（敬称略）

ＯＫＡＭＵＲＡ ＳＤＧＳ ＢＡＳＥが
オープンしました

㈱千葉薬品と包括連携に関する
協定を締結しました
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▲ あいさつする八千代ユネスコ協会齊藤
会長

▲ 服部市長と齋藤昭生代表取締役社長（右）
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